
正誤表                2024年４月15日 

2024年目標 ＴＡＣ建築士講座 

級  一級建築士 学科 

科 目  構造・計画・環境・施工 

教 材  構造・計画・環境・施工のテキスト・項目別問題集 

 
日付 頁  誤 正  誤 正 

4/15 

構造テキスト 

P444･445の 

13の出題例の

テキスト参照

ページ 

1 構テキストｐ250 ｐ232 8 （追加） 施テキストｐ400 

2 構テキストｐ250 ｐ232 9 構テキストｐ315 ｐ303 

3 構テキストｐ336 ｐ340 10 （追加） 施テキストｐ161 

4 構テキストｐ339 ｐ343 11 構テキストｐ258 ｐ240･241 

5 構テキストｐ401 ｐ408 12 構テキストｐ387 ｐ393 

6 構テキストｐ245 ｐ228 13 構テキストｐ400 ｐ407 

7 （追加） 施テキストｐ137  

 
日付 頁 誤 正 

4/15 

構造 

項目別問題集 

P439 

No.690 の解説の「同上。」を以下に訂正します。以下を切り貼りしてお使いください。 

 

 

 

 

計画 項目別

問題集P87 

No.305 の解説 

同上。 

 

No.303 と同じ。 

環境テキスト 

P137の28行目 

スライドの表中、「複層ガラス」の「遮音性能」

〇 

 

✕ 

環境 項目別

問題集P121 

No.328 の解答（空欄） 〇 

環境 

項目別問題集 

出題年度・番号 

P140 No.382 Feb-17 H2517－2 

P146 No.400 Apr-17 H2517－4 

P252 No.706 Jan-17 H2517－1 

P254 No.710 2517－3 H2517－3 

施工テキスト 

P251の29行目 

表中、「ボルトの径 16 ㎜以上」の「ボルト径に

加える大きさ（㎜）」 

1.6 

 

 

1.5 

施工テキスト 

P405の13行目 

図及び右欄 

「溶接金網を用いる補強」の図を差し替えてください。 

右図を切り貼りしてお使いください。 

 

また、右欄の 

「   溶接金網の重ね継手長さは１節半以上、かつ 

150 ㎜以上とする。」 

を削除してください。 

 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 

439

第
７
章
　
鉄
骨
構
造

□□□ 688
鉄骨構造において、圧縮力を負担する筋かいの耐
力は、座屈耐力を考慮して設計する。

H2615

－3
★★ 〇

同上。

□□□ 689

鉄骨構造において、柱にＨ形断面材を用いる場合、
強軸方向をラーメン構造、弱軸方向をブレース構
造とすることが多い。

H2715

－1
〇

柱にＨ形断面材を用いる場合は、一般に、強軸方向をラーメン構造、弱軸方向をブ
レース構造とする。曲げ変形しやすい弱軸方向をブレース構造として、変形を防ぐ
ようにする。

【第７章　鉄骨構造】　第６節　冷間成形角形鋼管� テキストP.329～ 【第７章　鉄骨構造】　第６節　冷間成形角形鋼管

□□□ 690

冷間成形角形鋼管柱を用いた鉄骨造の「ルート１
－１」の計算において、標準せん断力係数Ｃ0を0.3
以上とするとともに、柱の設計用応力を割増して
検討した。

R0415

－3

H2918

－4
★★★ 〇

鉄骨造の耐震計算ルート１（１－１と１－２がある）では、標準せん断力係数Ｃ0は
0.3以上とする。また、地震力によって柱に生じる応力を割増した設計用応力につ
いて「応力度≦許容応力度」を確認しなければならない。

□□□ 691

鉄骨造の「ルート１－２」の計算において、冷間成
形角形鋼管を柱に用いたので、柱梁接合形式及び
鋼管の種類に応じ、応力を割増して柱の設計を行
った。

H2818

－3
★★★ 〇

同上。

□□□ 692

鉄骨造の「ルート１－２」で、厚さ６㎜以上の冷間
成形角形鋼管を用いた柱を設計する場合、地震時
応力の割増し係数は、建築構造用冷間ロール成形
角形鋼管ＢＣＲより、建築構造用冷間プレス成形
角形鋼管ＢＣＰのほうが大きい。

R0218

－2
×

全断面を冷間加工（塑性加工）しているロール成形角形鋼管ＢＣＲは、４隅を冷間加
工しているプレス成形角形鋼管ＢＣＰに比べて、冷間加工による劣化により塑性変
形能力が低いため、耐震計算上、厳しい制限が設けられている。ＢＣＲのほうが地
震時応力の割増係数を大きくして［応力度≦許容応力度］を確認する。

□□□ 693

鉄骨造の「ルート２」において、冷間成形角形鋼管
を柱に用いたので、最上階の柱頭部及び１階の柱
脚部を除く全ての接合部については、柱の曲げ耐
力の和が、柱に取り付く梁の曲げ耐力の和の1.5
倍以上となるように設計した。

R0118

－3

H2818

－4
★★ 〇

「耐震計算ルート２」において、冷間成形角形鋼管を柱に用いる場合は、柱・梁の接
合部について、柱の全塑性曲げモーメントの和が、梁の全塑性曲げモーメントの和
の1.5倍以上となるように設計しなければならない。

□□□ 694

鉄骨造の「ルート３」で、建築構造用冷間プレス成
形角形鋼管ＢＣＰの柱が局部崩壊メカニズムと判
定された場合、柱の耐力を低減して算定した保有
水平耐力が、必要保有水平耐力以上であることを
確認する必要がある。

R0218

－4

R0118

－4
★★ 〇

耐震計算ルート３において、ＢＣＰ材を柱に用いる場合、崩壊メカニズムが局部崩
壊メカニズムと判定された場合は、柱の耐力を低減して算定した保有水平耐力につ
いても［必要保有水平耐力≦保有水平耐力］を確認し、安全側の計算・検討を行う。

既存柱
縦筋

10d以上

フレア溶接

溶接閉鎖フープを用いる補強

帯筋
（溶接閉鎖フープ）

コンクリートまたはモルタル

重ね継手
長さＬ

最外端の縦筋間隔Ｐ
Ｌ≧100＋Ｐ,かつ,200（単位㎜）

溶接金網

既存柱

コンクリートまたはモルタル

溶接金網を用いる補強


